
159.野洲町小堤遺跡

出土の中世木製品

はじめに

fH併1162年度野洲町内遺跡発舷術交概要Jf第4主主小

堤 ・大篠原I荷造湖、?の中で報告した第12トレンチSX

-01と第20トレン チSK-01出土の中t並木製品につい

て、その後の調主tによって新たに雄総したことを踏ま

えて内~を一部訂正しなければむらず、そこで本i!.'lf. 1:_

を伶りて資料紹介として詳し〈博報告した も、。

遺跡の概要

小堤遺跡:は、野洲町大学小堤の東南に{立訟する城山

(288m)から伸びた丘陵の綬斜!tfiに立地している。 j周

辺のjな跡には、同じ丘陵に前祥寺u.墳君午、そのi!'3には

古十草寺跡さらに山mに中世城れがある。JJ'L:f:Eの小堤j義

務の中を中山道がj泊っている。昭和61if皮から小堤土

地改良事業に伴う発指:H調査が始まり、 6也・紀末の土苦言

溜まり ・狐立柱建物君事、 16世紀-17il!:紀初鎖の館に限!

j坐する遺物 ・遺械が発凡された。 62年度の測査では」二

/市川沿いの扇状地を制作したために殆ど法線は検1
11¥

さ.tLなかった。

第12トレンチ-sX-Ol出土木製品

SX-Olの規絞は長後 2.8m、短径 2.4m、深さ80

日入

2 。

図 I T-12 SX一日|出土木製品

N O. 132 

C帥 を i!llJ I) 、平副)f~ Iま長円形を呈している。~水j賞品I~J: と

考えらJ.1.、最下層は縦i物腐食層であった。出土した木

製~，~d j:13i立紀中築の黒色土保(彩、編iF-II!-l)φを伴って

いる。凶1-1は上部が欠叙しているが、中央を.cIJり込

みホソV、に)Jl!工している所から、 遣をし込み式の下!'itの

銀~l~:i と々えられ、阪白材を彼糊しているω 2 は杭の

先端、 3・'ll:J:機状木製品である。

第20十レンチーSK-OI出土木製品

この トレ ンチは子字名が街i係数mと呼ばれ、南に稲

荷科11-土がr-t¥t桜して銀座いる。また、周l羽が土E引先の日

まり(水路)によって閉まれていたために、当初近世

屋敷の存在が予iJliIされた。

S K-Olの波紋 l立長後2 . 9m 、何i~:壬2.5m 、深さ l60

cmを;WJ1)、平而形l;t桁問Jf3を呈する。井戸状法制iと考・

えられるがほで 5 ヶ J~斤竹怜. を抑;お! したとニろから井戸

と泉水他殺の機能を合わせj，~. づた治村?であると推測さ

tLる。 l山H土し fたニオ木=事製2品{はまl悶5也

川附i.llllや陶5峨銭若様詰のI破u岐主j片十、木I-'iを伴っている。 凶2-11主人

形で頭部に角をき(みずら )の淡現がある。腕部(.1.P，!f;に失

われている為、制11部{ま不明であるがJJ制体部、 2泊所に

11ヲしが~たれ腕部を差し込んでいたと j正られる 。 寸法

は、会長10.5cm 、 頭部側4 . 3cm 、1J~J1:本部3 . 6c問、厚み J .4 

cmで出揃むには同と口の表現が見られる。|濁3-101まi盛

iよ1下駄でミニチュアfじしておりぬ絡をJWす穴が 3ヵj引

に穿たれている。後絡穴が左fl!llにややあがりぎみであ

翻 3

10cM 

1 -

る。 1Jrrの形態li綬〈偏がf;からはみl却な

い。 寸法{立 、台の会長8.3cm、ITM2.8cm、

おさ 1.8cmで隅丸長方形である。図 3-

14 1j:有孔l有量生状木製品で!~kが織 っ ており、

内線に設周きで円を描いている 。この木

製品は、紡虫垂ギのミニチュアか独楽であ

ると与えられる。 寸法は、径 4.8c川、 厚

さ5棚でめる。図 2-3 /i fMlli~k木製品

で 2 つで-~'況である 。 会長23.8cm 、 最大

幅10.8cm、厚き 2mmである。形状I:J:先端

自11. fJ1IJ$霊前方昔日・後端1111任線的で‘Ilm~議

後方部は丸i味やもって1絞り/1'， 1..でいる?

表1Mには織物繊絡が付濁しており 、編物

状になっていた。答状*製品がl起こkして

おリ、完Jf3品を見ると両立ぬが尖り、而I似

iま11Jl聞と多簡があり、会長は19cmでhある。



これらの 11 \ .:1:遺物の，' ， で、人 Jf~li1也 1': 傾倒が ~!I.f; <、知

似したらめとして石川県絞IIIT遺跡2号+，:j1・:1けての人形

( 1~12 -2 )かけ持げられる。この人Jfmヒノキ?の技

を愉切りにしたlI(WIIのみ1'1¥仁した。街u(liでi之さ 4.lcm、

制 4.2clll で鎖、可、~([m古11に rI 干しが宛られ 、 結l Jらイ干わせ

の人形でめった可能.rl:がある。ま.た筏W':木製品が5本

，'1]土しており 、制犯の可能性をJ慨しているア ミニチ

且アグ〉下駄については、人形といlじ似IIIfiii湖、の SD-

01から小唱のj生iJif下駄(隠]3 -11)が:11.:1こしている。寸

法は向。〉全K9.5clIl、 ，'，火山，¥5.05clIl、 lfJiさ 1.0clIlをiJIIJ

る 。 II~えの Jf~r~ IH~i. < /11Mがれからはみ:1¥な、、。後給穴の

/.::fl!lJがやや 1'.がリぎ与である;ι むう 1例、能笈川IlIf今

公栄等法IfMII 次;~，~NT ・ 5 S 801 P 4から小型の

j白川下駄 (~1 3 - 1 2 ) が ，' 11土している 。 、J'法はず;の会

長12.9cm、1t(，i7.3clIl、尚さ3.6cmをi!!1Jる。仰の形態li~'(L < 
1IJ;~ が 11.: <作られている。後給穴の.tiflllJがやや」二がりき'

みである。級文ではflEJ日伎が認められるが、前の1続減

が，iZめられないことから使lTlされたWJII¥jIま鈍いと-l'ili定

されていゐ?小従追跡の1刊を含めて 3例とも小烈で実

川に耐え j~l~ <、f.(程式mにミニチュア化したむのと J号え

られる。実JIJ，W，とみ・えられる、 I，;Jじ小堤jfi:粉、の下駄(

I~j 3 -13 )¥I
i
にはられるよ うなf斜計穴は水平方I.'Jに穿た

れるものが多〈、ミニチュアの下駄の後始穴がh-:J:が

りなのが主i=.1Jされる。

引!被状木製品ti、『似'，'(liUJf版物状木製品』 とも H乎

!;f tl 、 L~f谷ザ:て..';t. f似令|品iJljJ:.:JiílJ t 11乎ばれている。j立Jvl

.1，J;:ホ製品'j2枚のji.引なを;芯似lょし て誌や!泌ぶを悩みよ

れに~:，\*討を付けた l泌物と考えられ:'i{t tt/(ri下市Flllj';li跡
I~限，rJj耳tjÏí粉、では、 ç，，~絡のついた状態で発見されている

ことかりT!昼物として使川さ九たのは(i'(fl~h である 。 ，';o:J1量

状...j(・~~1"111について、日本はきもの隙物館のI':?I川村総氏

が";(J従;J，J;:;f(製品の特徴を，'，'(/;T-'lil'lllj'i立幼:のけIJ:i立物か

ら次のようにJ行越 している。r(l).Mi't，;1:杉か愉木で似仁|

と ~lE 1ニ|がある。(2)償制み材は必と 11M"，'(をWi8'j<細みす

る 。 ( 3)(J月間に\:ffljj!~しによるキま創li けがある。(4)1'，が裂か，Uj ，';.:の袋 、 ，' ，心が似 、 :%に必や(j泌を ~JIJ ，ニJIlI.り{寸!tてあ

る。(5)仰仰しはないが先端に小干し2ヶ所有J.
的.11 りよではj出 I~八峨，Ji布ji木JJ;O立跡 S E -1906から13

111:紀後半の似t刊誌 (凶 2-4・5)として仰された例

があリ .~tW造物に;þJ銭.. 'l;~'泌総鉢がある ;t 滋代以下で
，.t ;jI:例で21何日の:11二i二とJ7・えられ、泣く では大阪Il'.]'-民

的rUili跡、12.ヶli:駅Ijijj立跡 (1'i<l2-6-9)旧から:11.:1:

している。 ク〉イ'titヰ )vH・|は太手I(.f から~~~t. /j 111 1杉山城愉、，
l*U停て-:H-t二し、13.1;J."{(!:1 1， 1 に 11:がって、特に 「江戸T-j~b立

跡や鎌;(i，1lの幾つかの遺跡て'多数IILIニしている。

まとめ

中l止め然記j11物については収伐のと ζ ろ似賂婆ゃあli

41 終結後、 転読~t 、 I呪符やl児いのための人形など、

l児if.i資料I;j，数多く発礼されている。'1i川l以綴H汀j立跡で

は1~に初介したi立物の {也に 、 ゴ二坑 3 の符;Lk木製品の層

の下からW，J杉本製品が、土坑 1の人Jifl大の7ft'を諸め込

んだ-1でから~~:状木製品、多くの灯l別IIfl 、 杓 r、 必K洲焼

き、効・1と文ïtミ1彼 J'j・などを 1"1; っ て I~l文札が:1:ゴ:している 。

))~/杉本波品は祈問 、 Jr.1羽祈願のような土%をつかっ た

山代然記の延長会ト.にあると考えられている了

1]、段jfi:湖、のi的1)1ま|将J長ずる稲予:i?iIIH:と|弘l係のi添い祭最E

であることは-!(Iiill1lできる。多くのJ:f，lliJIILと:制K木製品

を1+うことで01，11;耳、 lJ1iftが行われていたとぢえられ、

十兆純?ち .111 こ1'. している 。 t広島じI"~* ~.~ "11" (似令剛収11詰)

から{ぷ1.>\(ドJ な 二二とがわ・われていたと l(gill1J さ iL る 。 人 If~

は，lj力III刊にのJ!fU谷をまとしており、記紀などの1!J1訴の世

界の先制加1Iたら ( 日本武将命、 ~I'((t，:)う11乎;1(;等)をき長し、

おそらく担11休 (鴻リ代) として JI~ リ;級われたのであろ

う、ミニチェアの下駄、古Jj錘'1(/主事IIWに絡げられた供

物であろう 。これらから大JJr:I.!':f(~ill1lするならば灯IU1IDl

が多数:~\土する例j として地鋭祭が考・えられる。おそら，

くは神社のj立件か {-'j-:名とおりらl~肢の主!!築に伴う地鎮

祭ではないだろうか。 よく似た例と して奈良県1''it';Jlli城

闘:で14世紀末のピ ・γ トから白織、背磁/'，、銅銭 (大観

j邑主)と伴に270枚の二l:r.tjiJlll官J¥土しており、地鋲祭等

の~，'fjjiel見l!iÆの巡椛としていることから、 S K -OILIJ，こ1:

の木製品{ま、 J也鋲祭 (~nl:û只) (/)灘iいではないかと抑

制1Jする。ただml組となるのは 、SK -01の二|二!村民rr而の

観察により 2 伎のl発楽行為を.jírrf~. している点である 。

(L、教文化(fi l l 仏 ?)f /r~)の;必特により祭犯の対象が白然

へのい1111( 111 除、 gイi、仏、気象現象t'J~;)であったのが

111 の泰納俄十しゃílJ!Ji象へのf~礼が現れる 。 とくに偶像作11

1象)1;1: 1ム阪の拶料を 1~: <受けてゆt¥1.したと々 えられる。

本i象を事11休(繰り{に)としている例として、山洲llf]'久野

古1; 大行‘J~~llnの Jj.:h投与}N11象 1 休、 -&:?ill像 1 体、'1~~児{象 2

1本(~、ずれも簡素な I 木造り )1FI 犬? (象 1休が安:iqさJ.L

ている υ 阪の事~W!F代については、+殿外にあ っ た約

犬{象が鎌fill引にの作と J5-えられていることから|司11与JUl

のものとザえられる。他部事11付.の {J.ボ'11集(f象t:i38cm)は

下んーが185倣によ って欠航して全体像{ま不明であるが混

じらLイ)h~d'，'i をぶしている 。 l.iHi:にはむう 21本の-{J.・神

{象({象1¥':j34.6cm・20.4('111)がある。製作Jlq"¥:1ま1224;"と

判長定されているJVJKll事11f:1:にb{J.'N'1象(1象尚23.7cm)が

知られている J7 1 13 5ili: て.l.;J: i!~ リ代としての州象への{却し
がかなり多〈行われていたのではないfごろうか。

M:後に I';r:n，託;I}~ 1(製品、 ミニチ ュア下駄、人形につい

てご教校をl!払った111，:1;1きらめ隙物航のdillJボ r氏、
114篠田I~di教行委以会の野!:.'i総氏のi也、 li;)f氏である皆川

和Il!i]氏、 -{E1111J野11:氏、 V~'il徐氏に感謝のむを炎したい。

('JIi'洲IJIT救fJ'.11¥.!会紗+: ilt，t.i1l) 
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1.小堤遺跡 (SK-OI)

2.桜町遺跡

3.小浸透跡 (SK-OI)

4 .柿原遺跡

5.柿原資跡

6.忍ヶ丘駅前遺跡

7 .忍ヶ丘駅前遺跡
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8.忍ヶ丘駅前遺跡

9.忍ヶ丘駅前遺跡

10.小堤遺跡 (SK-OI)

11.桜町遺跡

17 今安楽寺

13.小堤遺跡 (61年度出土)

14.小堤遺跡 (SK -01) 
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① rJlll拘 162t(~I!::野洲町内i立跡発磁調従概要J (聖子

洲町教Tf~1i会 1988.3) 

<2> tf- ~子氏のf，cぷによる.

③ 係r(i)j切 ら勺 ir-+fNIl139r 1.江戸子'~f町法務出土

の.，1.版状木製品一ぶ似についてーJ (IL ，:~j保

1，¥) i r. 'ltfPrr i立跡，~~ ~t 6lf'5l:所 1985) 

Q) r 1/lj Jl I 仏」能なにおける巾 111: 付j'&の~~1.It:調査

(石川県 ・ 火水町教Tf会1~会 1987.3) 

r 11;j>:紙史Ji';j'; 421'，)"文化財レポー トr能授の

rl'III:H{r;JーィiI11りん火水11汀i/lj川I:，'jj真跡l作一

(1983.6) 

@@と I，ilじ

@ tì~~~ 川 IIIPI(!.111奨文化問訓点字11竹')'~m 5.U1 r今安~

ぞ'fj立制;J (íì~ イf.) ll lIJf数1t1，HI 会 1986.3) 

⑦ II{{ 千1161'<ド l主~'f・ Hf'l llIfl人jiiI跡発ikl: ， ~I.j作槻.'t! (型f'洲

11f T教Tf~H 会 J987 白 3)

@@とj，;1じ
@ rHIい)，'1'，された鍬UJ紛ヲIH.!.の鎌U'j立跡と造物

160.吉身西遺跡、の調査

1.はじめに

す{身I'ljj立跡11'.): 1II，Ii守山町にbkiHし、!.Iミj書跡 ・冬E亦

等として，，';}知されている.吋地I立、泣く鈴/AL(J系の御

(1:所山を i明i として i~Ul II\ f..: ~'f'洲 JIjが 、 :平従寺山と金勝

~LJ地の北端にある .fí~~li山に侠まれた狭小なJ由形から、

ドiTí[に形成したれl'的・|吋f'のはぽ1('央に{立ii~立する。現夜、

It-:.~ l.足寺111から :.1'.111の1何をj凶勺て-ltl/E.jにiJieれる野iitl川

l主、.JR~OII}.泌総を結えたあたリで」ヒに lí'J って iたれて

いるのニの~!I'洲川111 I 'i~~ 、 712 ~~It をくリ jg しながり、そ

のほれjに iliUL~公えたことは ‘ この J山 l二銭る条.lli1也;'ill

遺跡位置図 1 : 25，000 

IJ'~ . I刈録 (ilHtと・o'i?Mf究所 1981.8) 

⑪ i朝日H主総 FJ -1，:はきもの博物館どよリ rj反応~

11， I;':kll状イミ~品11似全附爪悩の，E;似J (口

本{孟5むの時物館 1983) 

⑪ 1J，.t.持守ç~Uiìm)係遺跡1ê.nIÌ，.r~ 従封!;'~，'~XIII- 2 r r 

. j!!:i J:，~l\l4l1 liれIj~， h;';j立益事J (滋口県教行委H

会 ・I!-t同法人 滋代以文化財保必協会 1986) 

⑫ 11411傑畷di'包1波文化IH包1I&.t也訓1t1夜空!f13r忍ヶJi:

駅Ijíjj立跡'æiklÍ，J，~ 1f.~正・泌 ・ 11 J (問篠田I;tdi教f{

委11会 1983.3)

⑬ !t紛:・城愉fJjJI11行利51'I'l!:: 'i'e4lti，:I.'J 1H既't! ( ii~ 

川，11・教Tí~11 会 1977) 

⑪@と I，;Jじ

⑬ 政良県i立制;，d，¥J-{附託必19841('.1だ「僚IWllfti，¥J也城跡」

(奈良県、川::~IJ;';々山中fiJf'.ib;}i' 1985. 3 ) 

@ Jj:J: ，E rttl'j立与;.，Ii''(:，必/'.Iu 市I'LI谷mi史和Ilj益

!日1r~I'倣と "(1 A:j Uj~I II II{ I :II I~d): 1969) 

⑪⑬と 1，;)じ

一
が1¥斤々，fjLilを比せることからもl)tえる。 rr;'t:山，Ij史』

上巻には、野洲JlIJBMj自が6'r I労/i，[J己さI.lており、そ

のうちの lつは勺遺跡の市に陥緩する -:'t.'r#~[遺跡の

中心部分をi泊ることになる また、北に隙Jをする下之

郷遺跡でL、II{{拘160"I'!!::の訓ff.でI[Jjuf ~芭が倹:11 される

など、 l日野洲JII..j，:i.泌を中心として、多くのえがtiJ<(J:イ1:
したことは、現(1:のtlli"i川や'.j:111 111となってそのれ銭

リを留めていることからむ わかるであろう。

71身内iit跡はそのような~'I'洲川ド iÁtの ~fÍJ ，H，に営ま

れた逃湖、で、 -Itにド之郷j立跡、 It4 にすE ヶ~~~[遺跡、点

に.iE~~i寺.ìlliみが|事i.1在している.よれら 4 ;立跡は、幾j主

かの発4~11訓1f.における!ぷ却とから、リ小中 11年代'I ， mlから古

墳Hキ代Jjij!Ylにかけてはj立仰のi車争，:，'rloが必められ、 |白J-・

1島問のi立跡であろうと与えられる。 ，'{J.{ IJ~ij白羽:を中心

トレンチ位置関

- 5 ー



自トレンチ

し一一-Jm 

iI~~健 ;fttl図

にA号えると、県必成人病センターからJヒHli弥生時代

中!~Iから ~i境11年代前期の )j彩周淋張、 ìlUíは弥生時代

'I'WIの方形陪;Ji思鮮が.Jl!'"し.内l討の方向には弥生時代

後期!の竪穴住泌が広がっている。

下之郷遺跡li~;生時代中J11の環涼と弥生時代後IDIの

方形飼海~が倹IH されている.この1J形周訴事慕 li 、同

じく )i形sli品自民が検出された官身西j!'U専の昭初601f.J支
の，oJlI1f地区に隙彼しており、弥生時代後191から古尊重時

代前期iにかけて 1f%'，され 1，:-~"t~ と行えられる。

イkヶt..<J.lG立問、l立弥生時代中JYIから占墳時代後iYIにか

けて、盟主火{主)jl;'， lke立中till物 ・j-.嫌 ・鴻・方形周溝墓

が倹:1¥されている.りに戦火11:1，'1や婦、工特;建物などは、

古身IILii立跡の1'l-"rrてオ稔:1¥されている市須11寺代前191の盟主

穴住肘とのi射巡が巧-えられ、??身両遺跡から<<;:ヶfi!.l!

遺跡にかけては、，Ii:l:.rt時代liijJUIにはこの付近で中心的

な終決であった可能性がみトえられる。

このように、今!日lの，1ItJftJtl! J;;;J ìl1には弥生lI~q ç tl'mj か

ら古墳11古代後JUI にかけての集係問:ゃJ;'~城が広がってい

るよとが般泌さ札、ノトMの l~l，I 1'tでも問機のi立桃ゃi詰物

が倹:Hされるものと ht!.!さnた.

2. PJ査

s潟ftJt!!lJ:、県、主成人制セ ンター敷地内北織に主l!てら

れている県立守山:ff.¥2"jI:校の点のさをJt!.にあたる。当地

に保1f/Hiよ立の主R，;立が51州されたため、それに伴i~llÏJ 

g説伐を行な った

トν ンチ{立、 l吋1・ある養必・下校の建物とギ行する上之

さ24m、制3m (Aトレンチ)とその中央から北京へ

直角に延ぴる H:き10m‘恥13m (8トレン千)を設定

した.A . 8トレンチともにお 1:から約80cmまでは、

。 100m 

遺 物 実;剣 悶

現代に J凝り上が行なわltておリ、その ドから 旧7km'l，i
が磁認された.8. f>，-Jt!1l.t検111きれず、政相'1，'I(ri11旧水|羽

面下約10cm(総出約95.801)で陥泌されている.

iftあいま、阿トレンチともに織が23食ずつ検出された。

Aトレンチの識は、 i毛さ 7m以 |二，'Tui 2.5m、深さ

0.6-0.701の構lと長さ1.5m以上、制0.4m、深さ0.15

mの議2で、将軍1の将軍腿土中よりi!i;i1tの陶磁総が数点

出上している.

Bトレンチでは、 H:き4m以 l二、制0.5m、淡さ0.15

mの鴻3と長さ1.5m以上、私，IO.Sm以上、採さ O.lm

の議4が険出されたか、 i盆物tよtIlJ二しなかった. 8ト

レンチの 2つの織と A トレンチでiu物を出土した縞広

の議1I立、とらに11.11."*凶如何に流ttる形状を乏し、

議 21;U.ば尚北をIhlいている.泌41ま北辺のみで尚j]J

が検出きれなかったが、あるいは協1と同ーのものか

も知れない.

il'i物{卓、 r，?;'1のみの，'1¥1.である.

l1i陶絡の廷である。 I 1後8.6cm 、昔話~'~l.5cmを抑11，)、

外l繭に乳肉色め糊がぬされた略放な焼き物である。水

、 1'- な天井部から口総がハの'川)~にのび、 |勾 11111 にかえリ

をもっ。 19世紀械のものであろう 。

21i染付の碗である。口ぬの端的{・1・;5;の破片で、口

径14 . 4cm 、 i傍~~j 2.4cm以上をiJlllる。18・tlt紀iiiJ半と巧・え

られる。

3 I主総楽総の~~鉢であろう、 l必 i~11の小J'ìで、内 1mに

7-11本 iìÁ伎の摺 uがJíj{M~，l;，にぬされている。底径は

14.2c皿、器向1.l3.5cm以仁をJIIIる.18111:紀のむのであ る.

3.まとめ

今回の調作では、当初予恕された弥生時代寸!J!Ilから

占犠It.Htl5，llUIのi白肌やiii物{よ紛.'1¥きれず‘ ili:111:の識が

検出されたのみであ った.1立総1(11~リド府li、シルト

に近い微調E砂殺が 1m以上む縫fifし、勺Jt!!がかつては

河川の氾~を受It絞!t ていたことを f!{撃させる。
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